
平成21年(ワ)第47553号　謝罪広告等請求事件

原　　　告　樋　田　　　　敦

被　　　告　国立大学法人東京大学　外2名

準　備　書　面(5)

直送済

平成23年4月26日

東京地方裁判所民事第2 6都合蕎1係　御中

被告ら訴訟代理人弁護士　　清　　　水　　　幹

幕　　　内　　　健

1被告ら準備書面(2)で述べたとおり,本件書籍は,担当執筆者名を明記して

ある部分を除き,研究者らが集団で議論し,原稿に手を加えて完成したもの(令

同で執筆したもの)であり,各研究者が個別に執筆した記事を編集したものでは

ない｡

なお,その取りまとめ役の立掛こあったのは明日香氏である｡

2　被告ら準備書面(3)及び(4)において, 9項目の特徴についての記載が前

提とする事実につき代表例を挙げたが,本準備書面では, ｢三段論法の間違いな

どロジックとして誤謬がある｣という特徴について,補充的に鋭明する｡

(1)一般に,三段論法は,大前提･小前提･結論からなる推論式である｡

例えば,代表的な三段論法は,

①　すべてのMはPである｡
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②　すべてのSはMである｡

③　故に,すべてのSはPである｡

のように, 2つの前提から1つの結論を導き出す推理である｡

前提②を小前車といい,前提①を大前堤という｡

懐紬の中には,一見･大前提･小前提･結論を構成して論じられているよ

ぅでも,それぞれの前提日掛こ誤りがあったり,小-が全称肯定判断( ｢す

べてのSはMである｡ J )ではなく特称肯定判断( rあるSはMである｡ ｣ )

であったりするために,三段静法として成立せず,ロジックとして誤謬のある

ものがある｡

(2)被告ら準備書面(3) 6貢で述べた具体例を大前提･小前提･結論の構成に

整理してみると,以下のようになる｡

大前握:人間が放出した二酬二炭素の約3割は海洋･森林に吸収される｡

小前程:人間が放出した二酸化炭素は選択的に吸収されるので･人間が放

出した二酸化炭素のうち大気中に残存するのは3･ 3 3年分の放

出量である｡

結論:よって,人為的に放出された二酸化炭素の大気中滞留時間は短い｡

しかし,実際には,地球全体では海洋･森林臥現在,正味で二酎ヒ炭素を

吸収していて,その年間吸収量軌量の大きさとして,人間が1年間で放出す

る二酎ヒ炭素量の約3割であるoすなわち･小前掛こあるr人間が放出した二

酸化炭素は選択的に吸収される｣というのは間違いである｡

この意味で,上記義論は小前提自体に誤りがあり･三段論法として成立せず･

ロジックとして誤謬がある｡

(3)以下, r三段論法の間違いなどロジックとして誤謬がある｣という特徴につ

いて,より単純な具体例を追加的に述べる｡

ァ　懐疑論の中に臥以下のような蔑論がある(乙6の2 ･ 2枚目･左頁5行

目以下等) ｡

大前畏:温暖化とは世界の気温が上がることだ｡

小前提:日本の気温は上がっていない｡

2



結論:だから温暖化は起きていない｡

この議論は,気温上昇が見られない地点を殊更に取り上げ･温暖化は起き

ていないとするものであるが,人為的温暖化説が問題としているのは地球全

体の平均気温で起きている上昇僚向である(乙1 ･ 1 0貢等) ｡

上記急冷臥小前提が全称肯定判断( ｢すべての地域の気温が上がってい

ない｡ ｣ ｢地球全体の平均気温が上がっていない｡ ｣ )ではなく特称肯定判

断であるため,三段論法として成立せず･ロジックとして誤謬がある｡

ィ　懐疑論の中には,以下のような藩論がある(乙6の3 ･2枚目･右頁17

行目以下等) 0

大前提:温暖化観は産業革命以降の気温上昇を主張する｡

小前提:産業革命以降,気温が下がっている時期がある｡

結論:だから人為的温暖化説は間違っている｡

この議論は,短期的な気温低下を殊更に取り上げ,温暖化は起きていない

とするものであるが,人為的温暖化説が問題としているのは長期的な気温上

昇備向である(乙1･10貢等) ｡

上記議論臥小前程が全称肯定判断( r産業革命以降･長期的に気温下降

候向がある｡ ｣ )ではなく｢下がっている時期がある｡ ｣という特称肯定判

断であるため,三段論法として成立せず,ロジックとして誤謬がある｡

ゥ　懐疑論の中には,以下のような蔑静がある(乙1 ･ 32貫･蔑飴14) ｡

大前提:人為的温暖化説は二酸化炭素が原因で気温が上がると主張する｡

小前提:過去においては温暖化が原因で二酸化炭素濃度が上昇している｡

結論:だから温暖化説は間違っている｡

この畿論臥気温上昇を原因とする二酸化炭素濃度の上昇を人為的温暖化

説が一切罷めていないことを前提としているが,人為的温暖化説は,状況に

ょっては気温上昇を原因として二酸化炭素濃度が上昇するということを霞め

ている｡
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すなわち,上記義論は大前提自体に誤りがあり･三段論法として成立せず,

ロジックとして誤謬がある｡

以　上


